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　　 1　円と相似の証明⑴  

□⑴　右の図のように，線分 AB を直径とする半円の弧上に点 C，D を，
A⌒D＝C⌒D  となるようにとる。また，線分 BC の延長と線分 AD の延
長との交点を E とする。このとき，△ABD ∽△EACであることを
次のように証明した。空欄をうめ，証明を完成させなさい。

　　〔証明〕　ア　　　　　と　　　　　において，
AB は直径だから，イ　　　　　＝90°　……①
 ∠ACB＝90°　……②
②より，∠ECA＝180°－∠ACB＝90°　……③
①，③より，ウ　　　　　＝　　　　　　……④
A⌒D＝C⌒D  より，1 つの円で，等しい弧に対する円周角は等しいから，エ　　　　　＝　　　　　
よって，オ　　　　　＝　　　　　　……⑤
④，⑤より，カ　　　　　　　　　　がそれぞれ等しいから，
　△ABD∽△EAC

 ア〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕　イ〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
 ウ〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕　エ〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
 オ〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕　カ〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
□⑵　右の図で，円 O は△ABC の外接円である。∠BAC の二等分線と辺 BC，
円 O との交点をそれぞれ D ，E とする。このとき，△ABE∽△ADC である
ことを証明しなさい。

　　

□⑶　右の図で， 3点 A，B，C は円 O の周上の点で，BC は円の直径， 
∠AOC＝72°  である。また，∠CAD＝18°  となるように点 D を線分 OC 上に
とる。このとき，△ABD∽△OAD  であることを証明しなさい。
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　　 2　円と相似の証明⑵ ～線分の長さ～  

　⑴　右の図で， 4点 A，B，C，D は円周上の点であり，点 E は線分 AC，BD

の交点である。BC＝6 cm，CD＝4 cm，BD＝8 cm，A⌒D＝C⌒D  であるとき，
次の問いに答えなさい。

　□①　△BCD ∽△CED  であることを次のように証明した。空欄をうめ，証明
を完成させなさい。

　　　〔証明〕　ア　　　　　と　　　　　において，
　　　　　　　共通な角だから，
　　　　　　　　イ　　　　　＝　　　　　　……ⅰ
　　　　　　　C⌒D＝A⌒D  より，1 つの円で，等しい弧に対する円周角は等しいから，
　　　　　　　　ウ　　　　　＝　　　　　　……ⅱ
　　　　　　　ⅰ，ⅱより，エ　　　　　　　　　　がそれぞれ等しいから，
　　　　　　　　　　 △BCD ∽△CED

 ア〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕　イ〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
 ウ〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕　エ〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　□②　線分 CE，DE の長さをそれぞれ求めなさい。

 CE〔　　　　　　　　〕　DE〔　　　　　　　　〕
　□③　線分 AB の長さを求めなさい。

 〔　　　　　　　　〕
　⑵　右の図のように， 4点 A，B，C，D が円の周上にある。弦 AC と弦 BD と
の交点を E とし，点 D を通り，弦 AC に平行な直線と弦 BA の延長との交点
を F とする。次の問いに答えなさい。

　□①　△DEC ∽△FDB  であることを証明しなさい。

　　

　□②　BE＝3 cm，DE＝4 cm，DF＝8 cm  のとき，線分 AC の長さを求めなさい。

 〔　　　　　　　　〕
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　　 3　円周角の定理の逆と証明  

□⑴　下の図の  4  点 A ，B ，C ，D は円周上の点である。
点 E を線分 AC 上に，点 F を線分 BD の延長上に，

BA™EF となるようにとる。このとき，4  点 D ，E ，
C ，F は 1 つの円周上にあることを，右の  内のよ
うに証明した。空欄をうめ，証明を完成させなさい。

　　　

 ア〔　　　　　　　　　〕　イ〔　　　　　　　　　〕　ウ〔　　　　　　　　　〕
□⑵　右の図のように，線分 AB と線分 CD が点 E で交わっている。AE＝CE，

BE＝DE  であるとき，4  点 A ，C ，B ，D は 1 つの円周上にあることを証明
しなさい。

　　

　　 研究１　接線と弦のつくる角の定理（接弦定理）  
　⑴　次の図で，AT は円 O の接線，A はその接点である。∠x の大きさを求めなさい。
　□①　 □②　

 〔　　　　　　　　　〕 〔　　　　　　　　　〕
　□③　 □④　

 〔　　　　　　　　　〕 〔　　　　　　　　　〕

BA™EF  より，平行線の錯角は等しいから，
　　 ∠ABD＝ア　　　　　……①
A⌒D に対する円周角は等しいから，
　イ　　　　＝∠DCE　……②
①，②より，∠DFE＝ウ　　　　 ……③
 2 点 F ，C が直線 DE について同じ側にあ
って，③が成り立つことより，4  点 D ，E ，
C ，F は 1 つの円周上にある。
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　　 研究２　方べきの定理  

□⑴　下の図のように，4  点 A ，B ，C ，D が 1 つの円周上にある。
　　直線 AB，CD が円の外部の点 P で交わるとき，

PA×PB＝PC×PD が成り立つことを，右の  内のように
証明した。空欄をうめ，証明を完成させなさい。

　　　　

　　　 ア〔　　　　　　　　　〕　イ〔　　　　　　　　　〕
 ウ〔　　　　　　　　　〕　エ〔　　　　　　　　　〕
 オ〔　　　　　　　　　〕　カ〔　　　　　　　　　〕
　⑵　次の図で，x  の値を求めなさい。ただし，⑤，⑥で，PT は円の接線で，T はその接点である。
　□①　 □②　

 〔　　　　　　　　　〕 〔　　　　　　　　　〕
　□③　 □④　

 〔　　　　　　　　　〕 〔　　　　　　　　　〕
　□⑤　 □⑥　

 〔　　　　　　　　　〕 〔　　　　　　　　　〕

△PAC とア　　　　において，
円に内接する四角形の性質から，
　∠PAC＝イ　　　　　……①
共通な角だから，
　∠APC＝ウ　　　　　……②
①，②より，エ　　　　　がそれぞ
れ等しいから，
　△PAC ∽オ　　　　
相似な図形の対応する辺の長さの比
は等しいから，
　PA：PD＝カ　　　　　　
したがって，PA×PB＝PC×PD
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1　次の図で，∠x の大きさを求めなさい。ただし，点 O は円の中心である。
□⑴　 □⑵　 □⑶　

 〔　　　　　　　　　〕 〔　　　　　　　　　〕 〔　　　　　　　　　〕
□⑷　 □⑸　 □⑹　

 〔　　　　　　　　　〕 〔　　　　　　　　　〕 〔　　　　　　　　　〕

1
□
　下の図のように，  2  つの円 O，O' が  2  点 A ，B で交わ
っている。点 A を通る直線が円 O，O' と交わる点をそれ
ぞれ C ，D ，点 B を通る直線が円 O，O' と交わる点をそ
れぞれ E，F とする。このとき，CE™FD  であることを，
右の  内のように証明した。空欄をうめ，証明を完成
させなさい。

　　　　　

 ア〔　　　　　　　　　〕
 イ〔　　　　　　　　　〕
 ウ〔　　　　　　　　　〕
2
□
　右の図で，∠x の大きさを求めなさい。

 〔　　　　　　　　　〕

円 O で，A⌒E に対する円周角は等しいから，
　∠ACE＝ア　　　　　……①
円 O' で，A⌒F に対する円周角は等しいから，
　∠ABF＝イ　　　　　……②
①，②より
　∠ACE＝ウ　　　　
錯角が等しいから，
　　　CE™FD

６章の確認②

６章の確認①

0001-0120_1_新中問数学_演習編_3年.indb   940001-0120_1_新中問数学_演習編_3年.indb   94 2023/06/20   9:38:282023/06/20   9:38:28



94 95

1
□
　下の図で， 4点 A，B，C，D は円の周上の点で，BC

は円の直径である。点 E は弦 AC と弦 BD との交点であ
る。このとき，△ABE ∽△DCE  であることを，右の  

 内のように証明した。空欄をうめ，証明を完成さ
せなさい。

　　　　　

ア〔　　　　　　　　　〕　イ〔　　　　　　　　　〕　ウ〔　　　　　　　　　〕　エ〔　　　　　　　　　〕
オ〔　　　　　　　　　〕　カ〔　　　　　　　　　〕　キ〔　　　　　　　　　〕　

2　右の図の△ABC は，AB＝AC  の二等辺三角形で，周の長さは 78 cm である。
　　また，3  辺 AB，BC，CA が，それぞれ点 P ，Q ，R で，円 O に接している。
□⑴　BP＝16 cm  のとき，線分 AP の長さを求めなさい。

 〔　　　　　　　　　〕
□⑵　AP：BP＝3：5  のとき，線分 BP の長さを求めなさい。

 〔　　　　　　　　　〕

△ABE とア　　　　　において，
BC は円のイ　　　　　だから，
　∠BAE＝ウ　　　　　＝90°　……①
A⌒D に対する円周角はエ　　　　　から，
　∠ABE＝オ　　　　　　……②
①，②より，カ　　　　　がそれぞれ等しい
から，
　△ABE ∽キ　　　　　
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1　右の図のように，円 O の直径 AB と弦 CD が点 P で交わり，∠APC＝63°，
　A⌒C：B⌒D＝4：5  である。このとき，次の問いに答えなさい。
□⑴　∠ABC の大きさを求めなさい。

 〔　　　　　　　　　〕
□⑵　A⌒D に対する中心角の大きさを求めなさい。

 〔　　　　　　　　　〕
2　右の図のように，四角形 ABCD の 4つの頂点 A，B，C，D は 1つの円の
周上にある。点 E は弦 AC と弦 BD との交点である。

　　AB：DC＝4：3，BE：ED＝3：1  のとき，次の問いに答えなさい。
□⑴　△ABE と△DCE の面積比を求めなさい。

 〔　　　　　　　　　〕
□⑵　四角形 ABCD の面積は，△DCE の面積の何倍ですか。

 〔　　　　　　　　　〕
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６章の応用①

６章の応用②
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